
 (1) 平群町長寿会新聞  第３１４号  ２０１９年（令和元年） ５月１日                    

【
報
告
・
連
絡
事
項
】 

       

（
本
部
役
員
） 

会 

長 

岡 
 

嘉
道(

椿 

台
）
再
任 

副
会
長 

米
田
世
紀
子(

緑
ヶ
丘
）
再
任 

 
 

会
計
兼
任 

副
会
長 

日
下
多
喜
子(

御
陵
苑
）
新
任 

 
 

女
性
部
長
兼
任 

副
会
長 

中
戸 

資
祝(

椿 

台
）
新
任 

友
愛
活
動
部
長
兼
任 

副
会
長 

難
波 

尊
志(

椿 

台
）
再
任 

 
 

健
康
部
長
兼
任 

副
会
長 

籏
谷 

文
雄(

若
葉
台
）
再
任 

 
 

健
康
部
副
部
長
兼
任 

副
会
長 

奥
田 

 

徹(

緑
ヶ
丘
）
新
任 

高
齢
者
相
互
支
援
事
業
部
長
兼
任 

副
会
長 

前
田 

重
雄(

若
葉
台
）
新
任 

 
 

同 

副
部
長
兼
任 

副
会
長 

日
笠 

晴
正(

若
葉
台
）
再
任 

 
 

ク
ラ
ブ
統
括
部
長
兼
任 

副
会
長 

樫
原 

 

冽(

春
日
丘
）
再
任 

 
 

同 

副
部
長
・
書
記
兼
任 

 

月
見
台
長
寿
会 

 

会
長 

扇
田 

節
子 

 

月
見
台
長
寿
会
（
月げ

つ

寿じ
ゅ

会
）
は
、
平 

成
16
年
5
月
に
平
群
町
長
寿
会
連
合

会
最
後
の
地
区
長
寿
会
と
し
て
誕
生

し
、
僅
か
16
年
の
歴
史
で
す
。
月
見
台

は
町
内
で
も
新
し
い
団
地
で
す
の
で

当
時
は
高
齢
者
も
少
な
く
11
名
か
ら 

                      会
計
監
査 

辻
本 

達
雄(

椣
原
）
再
任 

同 
 

 
 

森 

輝
子(

櫟 

原
）
新
任 

（
以
下 

会
長
委
嘱
） 

参
与 

岡
本
美
智
子
（
初
香
台
）
再
任 

伝
承
交
流
活
動
部
長
兼
任 

顧
問 

扇
田 

修
身
（
月
見
台
）
再
任 

 

ふ
れ
あ
い
情
報
部
長
兼
任 

 

【
報
告
・
連
絡
事
項
】 

１
．
専
門
部
関
係 

① 

女
性
部 

（1）
社
会
見
学
実
施 

・
3
月
8
日 

万
博
公
園
・
太
陽
の
塔
他 

施
設
見
学
（
町
バ
ス
利
用
） 

参
加
費2

,0
0

0

円 

30
人
参
加 

（2）
第
1
回
女
性
部
長
会
議 

・
4
月
26
日 

新
館
会
議
室 

女
性
部
の
役
割
、
30
年
度
事
業
総
括
、 

2
0

1
9

年
事
業
計
画
・
活
動
方
針
等 

 
 

 
 
 

終
了
後
「
総
会
資
料
」
綴
込
み
作
業 

 

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
時
は
車
に
分

乗
し
て
、
観
梅
、
桜
見
物
に
行
っ
た
り
、

食
事
会
を
し
た
り
、
馬
見
丘
陵
公
園
へ

電
車
で
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
り
と
、

極
め
て
家
族
的
な
集
団
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
徐
々
に
住
民

の
増
加
と
共
に
会
員
も
増
加
し
て
き
ま

し
た
。 

現
在
は
27
名
の
会
員
で
す
が
、
毎
月 

 
 

② 

健
康
部 

（1）
健
康
ウ
ォ
ー
ク 

・
第
98
回
3
月
26
日
～
三
室
山
・
龍
田 

 

城
址
23
人
参
加 

・
第
99
回
4
月
16
日
～
四
ツ
辻
古
墳
・ 

石
床
神
社 

6.5
㎞ 

22
人
参
加 

・
第
100
回
5
月
28
日
元
山
上
口
駅
前
～ 

千
光
寺 

7
ｋ
ｍ
（
弁
当
持
参
） 

(2) 

第
3
回
健
康
推
進
委
員
会 

・
3
月
18
日
健
康
推
進
委
員
他
9
人
参
加 

（3）
第
3
回
健
康
委
員
会 

・
3
月
22
日
地
区
健
康
委
員
、
町
健
康 

保
険
課
他 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施 

生
き
生
き
百
歳
体
操
の
採
用
等 

 
 

 

32
名
参
加 

③ 

伝
承
交
流
活
動
部 

・
3
月
14
日 

北
信
貴
ケ
丘
長
寿
会
～ 

マ
ジ
ッ
ク 

・
4
月
20
日 

へ
ぐ
り
子
育
て
ネ
ッ
ト
～ 

昔
遊
び 

・
5
月
12
日 

西
宮
絆
の
会(

西
宮
会
館) 

～
マ
ジ
ッ
ク 

④ 

ふ
れ
あ
い
情
報
部 

・
5
月
号 

4
月
20
日
編
集
委
員
会
、 

4
月
27
日
（
土
）
印
刷
・
発
行 

・
6
月
号 

5
月
18
日 

編
集
委
員
会 

 
5
月
29
日 

印
刷
・
発
行 

⑤ 

ク
ラ
ブ
統
括
部 

 

（１）
第
1
回
ク
ラ
ブ
代
表
者
会
議 

・
４
月
11
日 
町
助
成
金
手
続
、
舞
台
発 

表
会
・
作
品
発
表
会
日
程
、
各
実
行 

委
員
会
編
成
等 

※
町
バ
ス
利
用
枠 
15
件 

全
員
合
格 

⑥ 

友
愛
活
動
部 

（1）
「
お
困
り
ご
と
相
談
室
」
の
開
催
日 

・
第
20
回 

4
月
13
日 

健
康
相
談
室 

〈２〉 

第
３
回
友
愛
活
動
委
員
会 

・
3
月
14
日 

21
人
出
席 

２
．
本
部
関
係 

 

（1）
３
月
末
日
現
在
の
会
員
数
速
報 

2
,1

8
9

人(

当
初
比
29
人
増
）【
別
紙
1
】 

 

「
か
し
の
き
荘
」
で
月
例
会
を
実
施
し

当
日
の
「
議
題
」
は
欠
席
者
に
も
届
け

て
月
寿
会
活
動
は
全
員
に
分
か
る
よ
う

に
会
員
間
の
意
思
疎
通
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

ま
た
、
毎
年
有
志
に
よ
り
秋
口
に
バ

イ
パ
ス
道
な
ど
の
除
草
・
清
掃
の
奉
仕

活
動
の
ほ
か
、
児
童
下
校
時
の
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
毎
日
分
担
し
て
行
っ
て
い 

（2）
平
成
31
年
度 

地
区
役
員
届
出 

・
会
員
名
簿
の
提
出
と
連
合
会
費
納
入 

・
4
月
5
日
迄
に
会
員
・
役
員
名
簿
を 

事
務
局
へ 

・
4
月
19
日 

第
1
回
理
事
会
で
請
求

書
交
付
、
5
月
9
日
迄
に
事
務
局
へ 

（3）
春
季
親
睦
日
帰
り
旅
行 

・
4
月
12
日 

京
都
府
北
部(

美
山
町
か 

や
ぶ
き
の
里
・
出
雲
大
神
宮) 9

,0
0

0

円 

・
定
員
47
人
に
対
し
61
人
申
込 

8
名
追
加
募
集
69
人
で
バ
ス
2
台 

（4）
平
成
30
年
度 

会
計
監
査
実
施 

・
⒋
月
3
日
～
小
会
議
室 

会
長
・
会
計
・
会
計
監 

（5）

30
年
度
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」 

助
成
金
の
事
業
完
了
報
告
書
提
出 

・
健
康
部
伝
承
交
流
部 

募
金
事
務
局
宛 

（6）2
0

1
9

年
度
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」 

助
成
額
仮
決
定 

・
健
康
部 

 
 
 

 
 

6
0

,0
0

0

円 

・
伝
承
交
流
活
動
事
部 

4
8

,0
0

0

円 

（7）
社
会
教
育
委
員
会
議
・
公
民
館
運
営 

審
議
会
へ
の
出
席 

・
3
月
26
日 

高
橋
副
会
長
出
席 

（8）
町
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
協
議
体

へ
の
出
席 

・
3
月
25
日 

役
場
会
議
室 

会
長
出
席 

（9）
県
共
同
募
金
会
「
楯
」
贈
呈
式 

・
3
月
26
日 

県
社
会
福
祉
総
合
C 

 
 

森 

副
会
長
出
席 

（10）
第
５
次
総
合
計
画
推
進
連
絡
協
議
会 

・
4
月
9
日
～
役
場
会
議
室 

会
長
出
席 

（11）
「
県
老
連
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー 

大
会
」
の
主
幹
老
連
の
募
集 

・
現
在
建
設
中
の
文
化
セ
ン
タ
ー
・ 

図
書
館
が
完
成
次
第
検
討 

３
．
郡
生
連
関
係 

（1）
第
4
回
役
員
会 

 

・
3
月
15
日
～
三
郷
町
老
人
福
祉
C 

・
平
成
30
年
度
事
業
報
告
、
同
収
支
決

算
報
告
、2

0
1

9

年
度
事
業
計
画
、
同

収
支
予
算
等 

 
 

（
裏
面
に
続
く
） 

 

ま
す
。 

最
近
は
交
通
安
全
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
不
審
者
へ
の
警
戒
な
ど
に
も
特
に

注
意
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
に

対
し
て
、
自
治
会
は
じ
め
地
域
の
親
御

さ
ん
か
ら
も
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
子

供
た
ち
の
大
き
な
声
で
の
「
た
だ
い
ま
」

は
、
私
た
ち
見
守
り
班
の
励
み
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。 

田
舎
道
（
旧
道
）
を
歩
く
と
、
笠 

の
な
い
野
晒
の
深
彫
し
た
花
崗
岩

の
立
派
な
道
標
に
出
会
う
◇
誰
が

作
成
し
、
寄
進
し
た
の
か
定
か 

で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
幕
藩
体
制
が
整

っ
た
江
戸
中
期
以
降
の
も
の
で
あ
ろ
う

と
推
測
し
て
い
る
◇
道
標
は
遠
路
を
行

き
交
う
旅
人
、
住
人
が
、
行
先
、
道
を

外
さ
な
い
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、

そ
の
道
標
を
見
て
い
る
と
、
そ
こ
に
住

む
往
時
の
人
々
の
生
活
、
活
動
範
囲
が

凡
そ
解
る
◇
参
る
こ
と
、
見
る
こ
と
、

訪
ね
る
こ
と
、
即
ち
神
社
、
寺
院
、
芝

居
見
物
が
農
繁
期
を
終
え
た
当
時
の 

 

人
々
の
唯
一
の
楽
し
み
で
、
家
族
揃
っ

て
お
出
か
け
し
た
幼
少
の
頃
が
思
い
出

さ
れ
る
◇
今
と
な
っ
て
は
、
想
像
の
域

を
出
な
い
が
、
そ
こ
に
は
限
ら
れ
た
生

活
圏
（
域
）
の
中
で
、
家
族
が
纏
ま
り
、

楽
し
く
、
慎
ま
し
く
一
生
懸
命
生
き
た

人
々
の
家
族
愛
が
推
し
測
ら
れ
る
◇
現

在
、
道
標
は
そ
の
役
目
を
な
く
し
て
い

る
が
、
人
間
の
行
動
に
常
に
「
二
者
択

一
」
が
濃
厚
に
付
き
ま
と
う
現
在
、
道

標
は
真
実
一
路
の
真
っ
す
ぐ
生
き
る
道

を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
、
そ
の
意
味

で
は
、
現
在
に
も
通
じ
る
優
れ
た
史
跡
と

言
っ
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。 

 

甘口辛口 

 
 

全
役
員
任
期
満
了
で
改
選 

会
長
に
岡 

氏
再
選 

女
性
部
長
に
日
下
氏
選
任 

4
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た2

0
1

9

年
第
一
回
理
事
会
に
お
い
て
、
現
在
の
全
役
員
は

本
理
事
会
終
了
時
を
以
っ
て
2
年
間
の
任
期
が
満
了
と
な
る
の
で
、
5
名
に
よ
る
役

員
推
薦
委
員
会
（
土
井
委
員
長
（
北
信
貴
ヶ
丘
会
長
）
）
か
ら
提
案
さ
れ
た
役
員
人
事
は
、

原
案
ど
お
り
承
認
・
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

岡 

嘉
道
連
合
会
会
長
は
再
選
さ
れ
、
森
輝
子
副
会
長
・
女
性
部
長
の
後
任
に
は
、

日
下
多
喜
子
氏
（
御
陵
苑
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
人
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

な
お
、
そ
の
他
の
議
題
で
は
、
永
年
（
規
約
に
よ
り
、
5
年
以
上
の
役
員
・
理
事

歴
）
に
亘
り
、
長
寿
会
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
参
与
・
ふ
れ
あ
い
情
報
部
長

の
薮
内
英
輔
氏
（
上
庄
台
）
と
理
事
・
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
若
葉
台
会
長
の
城
内
敏
之
氏

の
2
名
に
は
、
5
月
の
定
例
総
会
の
席
上
で
感
謝
状
を
贈
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
も
原
案
ど
お
り
了
承
・
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

発行 

平 群 町 

長 寿 会 

ふれあい 

情報部 



 (2) 平群町長寿会新聞  第３１４号  ２０１９年（令和元年） ５月１日   
(

表
面
よ
り) 

４
．
県
老
連
関
係 

（1）
「
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ

ー
養
成
講
座
｝
募
集 

※
従
来
の
「
健
康
づ
く
り
ニ
ュ
ー
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
」
と
「
友
愛
活
動
員
」

養
成
講
座
を
統
合
、 

・
受
講
費 

3
,0

0
0

円 

毎
年
7
月
～ 

11
月
に
9
日
間
受
講 

・
申
込
資
格 

75
才
以
下
、
受
講
後
リ
ー 

ダ
ー
と
し
て
長
く
活
躍
で
き
る
者 

(2)
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
」
参
加
者
募
集 

・
6
月
13
日
～
14
日
〆
切
4
月
5
日 

・
募
集
人
員 

県
老
連
全
体
で
20
人 

 

参
加
費 

(1
3

,0
0

0

円) 

(3) 

連
合
会
構
成
員
等
の
報
告 

・
提
出
期
限 

4
月
26
日
県
老
連
宛 

【
協
議
事
項
】 

１
．
総
会
資
料 

 
 

【
別
紙
2
・
3
】 

２
．
感
謝
状
授
与
者 

 

【
別
紙
４
】 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

※
本
部
役
員
・
地
区
会
長
（
理
事
）
経

験
を
通
算
５
年
以
上
の
者
で
３
月

末
に
退
任
し
た
者 

・
対
象
者 

 
 

2
名 

【
別
紙
５
】 

３
．
定
例
総
会
の
準
備 

（1）
「
総
会
の
し
お
り
」
4
月
19
日
迄

に
作
成
、 

（2）
地
区
別
参
加
割
当
人
数
と
配
席
表 

 

 
 

 

350
人 

 
 

 
 

【
別
紙
6
】 

（3）
地
区
会
長
へ
の
出
席
案
内
文
書 

４
．
総
会
出
席
者
数
報
告
・
弁
当
数 

 
 

と
氏
名 

5
月
7
日
迄
に
事
務
局
宛 

５
．
総
会
会
場
の
設
営
・
運
営 

（1）
会
場
設
営 

・
前
日
5
月
9
日 

17
：
00
集
合 

本
部
役
員
、
地
区
会
長
、
舞
台
発
表 

ク
ラ
ブ
員 

（2）
地
区
名
カ
ー
ド
の
椅
子
へ
貼
る 

地
区
会
長 

（3）
本
部
役
員
は
9
時
集
合 

・
受
付
・
来
賓
案
内 

女
性
部
役
員 

 

・
来
賓
控
え
室
の
接
待 

茶
道
部 

・
総
会
司
会 

日
下
副
会
長
・
女
性
部
長 

・
総
会
議
長 

扇
田 

顧
問 

・
舞
台
発
表
会 

日
笠
副
会
長
・
ク
ラ

ブ
統
括
部
長
） 

６
．
連
合
会
規
約
の
一
部
改
正
【
別
紙
7
】 

・
本
年
4
月
新
設
の
「
高
齢
者
相
互
支

援
事
業
部
」
を
追
加
記
載 

７
．
本
部
役
員
の
改
選 

・
役
員
推
薦
委
員
会
か
ら
の
提
案 

８
．
そ
の
他 

（
以
上
） 

別
紙
は
地
区
会
長
に
渡
し
済
み
で 

             

身
体
に
優
し
く 

除
草
剤
を
使
わ
ず
に 

 
光
ヶ
丘
長
寿
会 

花
岡
安
子 

薫
風
緑
樹
を
渡
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
が
、
あ
ち
ら
、
こ
ち
ら
で
生
え
る
雑

草
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

実
は
朗
報
で
す
！ 

や
か
ん
で
90
度

く
ら
い
の
熱
湯
を
沸
か
し
（
や
け
ど
に

注
意
し
な
が
ら
・
・
・
） 

庭
の
階
段
、

ま
た
は
ガ
レ
ー
ジ
の
隅
な
ど
に
か
け
て

み
て
、
二
、
三
日
す
れ
ば
消
え
て
し
ま

い
ま
す
。
一
度
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

除
草
剤
を
使
用
せ
ず
に
根
こ
そ
ぎ
枯
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
だ
枯
れ
ず
に
残
っ

た
時
は
も
う
一
度
熱
湯
を
か
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。
く
れ
ぐ
れ
も
や
け
ど
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
ね
。 

   

長
寿
会 

日
帰
り
旅
行 

美
山
町
「
か
や
ぶ
き
の
里
」
へ 

 

4
月
12
日
（
金
）
69
人
を
乗
せ
た
バ

ス
2
台
で
京
都
府
北
部
、
南
丹
市
美
山

町
の
「
か
や
ぶ
き
の
里
」
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。 

今
年
か
ら
春
は
日
帰
り
旅
行
、
秋
は

宿
泊
旅
行
の
為
、
日
帰
り
で
し
た
。 

 

早
朝
か
ら
絶
好
の
旅
行
日
和
に
恵
ま

れ
て
、
全
員
う
き
う
き
し
た
気
分
で
出

発
し
ま
し
た
。
沿
道
に
は
至
る
所
の
桜

が
満
開
で
我
々
を
気
分
良
く
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。 

京
田
辺
SA
で
2

台
が
集
結
し
て
休

憩
後
一
路
北
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。 

「
か
や
ぶ
き
の
里
」
を
訪
れ
る
の
は

初
め
て
の
方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
か

や
ぶ
き
の
家
は
実
際
に
生
活
さ
れ
て
お

り
、
内
部
の
撮
影
は
禁
止
さ
れ
て
い
る

た
め
に
、
珍
し
い
家
並
み
、
60
数
戸
の

集
落
の
路
地
に
入
り
、
特
徴
的
な
屋
根

な
ど
を
写
真
に
納
め
て
い
ま
し
た
。 

帰
路
に
は
、
社
殿
よ
り
も
信
仰
の
あ

っ
た
裏
山
が
御
神
体
と
言
わ
れ
て
い
る

出
雲
大
神
宮
に
立
寄
っ
て
参
拝
し
ま
し

た
。
復
路
は
渋
滞
も
な
く
、
夕
方
5
時

半
頃
に
は
全
員
無
事
に
平
群
に
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
秋
の
宿
泊
旅
行
は
11
月
下

旬
の
実
施
で
す
が
、
8
月
の
理
事
会
で

期
日
、
行
き
先
な
ど
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

お
誘
い
合
っ
て
多
く
の
方
々
の
ご
参
加

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
（
扇
田
） 

             
第
98
回
健
康
ウ
ォ
ー
ク 

桜 
開
花
直
前
の
三
室
山
へ 

 
副
会
長 

健
康
部
長 

難
波
尊
志 

3
月
26
日
（
火
）
プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り

で
、
参
加
者
21
名
を
受
付
。
朝
礼
、
準

備
体
操
の
後
、
好
天
の
中 
三
室
山
に
向

け
て
定
刻
に
出
発
。
時
折
、
春
風
に
冷

た
さ
を
感
じ
な
が
ら
竜
田
川
の
西
堤
を

南
下
し
、
椿
井
交
差
点
旧
道
脇
の
「
道

標
」
の
説
明
を
受
け
た
後
、
川
沿
い
を

進
み
龍
田
公
園
に
架
か
る
念
仏
橋
を
渡

り
、
川
沿
い
を
進
み
、
紅
葉
橋
の
袂
を

潜
っ
て
進
み
、
山
道
を
東
に
上
り
丘
の

上
の
案
内
板
前
で
付
き
添
っ
て
い
た
だ

い
た
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
龍
田
城
址
の
説

明
を
受
け
る
。
築
城
者
は
賤
ケ
嶽
（
し

ず
が
だ
け
）
の
戦
い
（1

5
8

3

年
）
七
本

槍
の
一
人
、
片
桐
且
元
で
あ
る
、
豊
臣

秀
吉
よ
り
大
和
の
要
所
地
と
周
辺
の
支

配
を
託
さ
れ
た
武
将
で
あ
る
。（
後
に
徳

川
幕
府
に
よ
り
茨
木
城
の
城
主
に
な
る
） 

説
明
の
後
、
公
園
を
東
に
下
り
、
住

宅
地
を
東
に
進
み
、
龍
田
城
址
の
堀
割

に
出
る
。 

主
郭
跡
を
囲
む
よ
う
に
濠
は
南
北
、
東

西
に
延
び
る
。
壕
の
南
面
の
平
坦
地
よ

り
一
段
と
高
く
、
盛
り
土
の
大
き
さ
容

量
が
覗
わ
れ
る
。（
石
垣
が
不
詳
な
の
で
，

壕
の
保
水
維
持
か
、
気
に
か
か
っ
て
い

る
） 

そ
の
後
、
城
跡
を
南
に
下
り
、
白
山
神

社
に
至
り
、
神
社
の
説
明
を
受
け
た
後
、

神
社
を
西
に
、
橋
を
渡
り
竜
田
川
の
西

堤
を
南
に
三
室
山
に
向
か
う
。 

 

山
の
中
腹
に
桜
の
一
部
開
花
が
見
ら

れ
る
が
脇
道
に
並
ぶ
桜
木
に
は
大
小
の

蕾
は
あ
る
が
開
花
は
ま
だ
で
あ
っ
た
。

三
室
山
は
標
高
82

m
、
上
り
始
め
は
急

で
あ
る
が
、
登
る
に
従
っ
て
緩
や
か
な

道
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
11
時
半
ご
ろ

頂
上
に
到
着
。
頂
上
の
五
輪
塔
に
一
礼

し
て
、
休
憩
所
で
談
笑
し
な
が
ら
昼
食

を
摂
り
、
眼
下
の
田
園
地
帯
を
眺
め
な

が
ら
且
元
も
こ
の
地
に
立
っ
た
に
違
い

な
い
と
思
い
を
巡
ら
す
。 

12
時
過
ぎ
に
下
山
し
て
途
中
の
杜
で

集
合
写
真
。
竜
田
川
に
下
り
、
西
堤
を

椿
井
ま
で
バ
イ
パ
ス
道
を
経
て
1
時
過

ぎ
に
プ
リ
ズ
ム
に
帰
着
。
整
備
体
操
後

に
解
散
し
た
。
今
回
は
、
隣
町
斑
鳩
町

の
史
跡
と
風
景
、
小
山
に
も
上
り
、
賑

や
か
な
健
康
ウ
ォ
ー
ク
に
な
っ
た
。
終

始
付
き
添
っ
て
説
明
い
た
だ
い
た
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
の
坂
本
様
、

森
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

  

長
寿
会
に
楯 

贈
ら
れ
る 

奈
良
県
共
同
募
金
会
か
ら 

 

去
る
3
月
21
日
奈
良
県
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
奈
良
県
共
同
募
金

会
か
ら
長
寿
会
連
合
会
が
共
同
募
金
活

動
に
協
力
的
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
楯

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は
県
下
で
16

団
体
と
2
名
の
方
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

当
連
合
会
は
毎
年
各
地
区
長
寿
会
や

ク
ラ
ブ
か
ら
合
計
12
万
円
を
超
え
る
募

金
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
会
員
方

か
ら
の
心
温
ま
る
浄
財
で
あ
り
、
広
く

社
会
福
祉
事
業
へ
の
助
成
金
と
し
て
有

効
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
連
合
会
に

は
毎
年
、
健
康
づ
く
り
事
業
、
伝
承
交

流
事
業
に
対
し
て
10
万
円
を
超
え
る
助

成
金
を
い
た
だ
い
て
い
る
た
め
に
、
活

発
な
活
動
が
で
き
て
お
り
ま
す
こ
と
は

ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。
今
後
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
扇
田
） 

   

川
柳
ク
ラ
ブ 

 

今
回
の
題
詠
は
「
始
ま
る
」 

 

担
任
は
ど
ん
な
先
生
始
業
式 

 
 

大
村 

三
郎 

始
ま
っ
た
ト
ラ
ン
プ
と
金
の
探
り
合
い 

 

松
井 

友
博 

今
思
う
あ
の
頃
あ
の
時
初
恋
か 徳

原 

友
子 

新
学
期
始
ま
り
子
等
も
弾
け
て
る 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

濵
崎 

晴
美 

八
時
だ
よ
大
河
見
た
い
が
睡
魔
く
る 

 
 

藤
井 

信
夫 

新
時
代
始
ま
り
祝
う
十
連
休 

 
 

藤
田 

利
治 

目
が
う
る
る
花
粉
予
報
が
始
ま
っ
た 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

宮
崎
多
喜
代 

朝
寝
坊
始
業
ベ
ル
に
猛
ダ
ッ
シ
ュ 

 
 

左
近 

育
子 

始
ま
り
は
ほ
ん
の
些
細
な
口
喧
嘩 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

高
橋 

秀
尹 

八
十
路
過
ぎ
ボ
ケ
が
始
ま
る
ど
う
し
よ
う 

宮
前 

敏
子 

連
休
は
花
に
誘
わ
れ
故
里
へ 

薮
内 

照
香 

も
う
飽
き
た
噓
で
始
ま
る
茶
番
劇 

山
田 

謙
造 

日
本
に
も
な
ん
で
カ
ジ
ノ
を
始
め
る
ね
ん 

 
 

阿
部 

裕
子 

何
か
し
ら
ざ
わ
め
く
気
配
感
じ
ま
す 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

井
戸
美
恵
子 

老
い
ら
く
の
恋
が
始
ま
る
診
察
日 

大
萩 

力 
 

待
ち
わ
び
た
俺
の
時
代
が
始
ま
る
ぞ 

 

難
波 

尊
志 

  

短
歌
ク
ラ
ブ
（
順
不
同
） 

 

冬
枯
れ
の
山
肌
に
顔
の
ぞ
か
せ
る
春
の

使
者
と
う
福
寿
草
の
花 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

魚
住 

潤
子 

よ
ち
よ
ち
の
短
歌
な
れ
ど
も
楽
し
く
て

月
に
一
度
の
「か
し
の
き
」
に
行
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
東 

隆
子 

畦
道
の
れ
ん
げ
摘
み
つ
つ
空
見
れ
ば
浮

か
ぶ
わ
た
雲
し
ず
か
に
流
る 

左
近 

育
子 

こ
の
時
期
も
水
分
と
れ
と
気
づ
か
い
の

メ
ー
ル
く
れ
た
り
医
学
生
の
孫 

芝
田
ユ
ク
子 

朝
ぼ
ら
け
お
そ
霜
降
り
て
身
じ
た
く
の

衣
ま
よ
い
し
三
寒
四
温 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

徳
原 

友
子 

木
洩
れ
日
の
キ
ラ
キ
ラ
動
く
杣
道
に
拾

う
ど
ん
ぐ
り
掌
に
温
か
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

野
木 

宗
信 

無
人
駅
ホ
ー
ム
に
立
っ
て
る
吾
を
二
周

セ
キ
レ
イ
歩
く
弥
生
ひ
る
過
ぎ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
村 

三
郎 

  

俳
句
ク
ラ
ブ 

か
し
の
木
句
会(

順
不
同) 

 

 

今
月
の
兼
題
は
「
春
田
」
「
春
の
田
」
「
鍋
」
、

及
び
当
季
自
由
句
で
す
。 

 

入
学
す
ラ
ン
ド
セ
ル
に
も
個
性
あ
り 

岩
城
か
ず
こ 

 

竹
秋
や
ト
ン
ネ
ル
抜
け
て
ま
た
抜
け
て 

乾 

フ
ジ
子 

玄
関
も
東
司
も
彼
岸
桜
活
け 澤

波
百
合
子 

揚
雲
雀
空
青
す
ぎ
て
寂
し
く
て 

中
川 

克
己 

看
護
師
の
明
る
き
声
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ 

江
崎 

俊
夫 

戦
争
に
も
平
和
の
世
に
も
櫻
か
な 

野
木 

宗
信 

リ
ハ
リ
ビ
に
励
む
夫
ゐ
て
春
の
風 

 

岡
本 

豊
子 

春
休
み
文
具
売
り
場
に
親
子
づ
れ 

三
船 

忠
志 

缶
蹴
り
の
遊
び
声
高
春
遅
日 宮

本 

洋
子 

   

お
く
や
み 

 

平
成
31
年
３
月
20
日 

か
ら
４
月
19
日  

 

の
間
に
会
員
の
方
の
ご
逝
去
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 

平
群
町
長
寿
会
連
合
会 

お
詫
び
と
訂
正  

編
集
部 

 

◇
4
月
号 

表
面
・
裏
面
挿
絵 

正 
 

三
好 

慶
男 

誤 
 

三
好 

嘉
男 

※
以
上
の
と
お
り
、
お
詫
び
し
て 

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

お
知
ら
せ 

健
康
部 

◇
健
康
ウ
ォ
ー
ク 

・
100 

回 

5
月
28
日
（
火
） 

・
元
山
上
口
駅
前 

9
時
30
分 

・
千
光
寺
方
面 

約
7
㎞ 

※
弁
当
、
飲
物
、
「
手
帳
」
、
雨
具
持
参 

※
7
時
前
降
雨
予
報
40
％
以
上
中
止 


